
令和元年（2019年）８月２日

編集　議会報編集委員会
〒254-8686　神奈川県平塚市浅間町９番１号
電話 0463-23-1111（市役所代表）・21-8791（議会局直通）
FAX 0463-24-4151

発行　平塚市議会

第211号

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
で
は
、
賛
成
多
数
で
可

決
し
ま
し
た
。

◆
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　

平
塚
総
合
体
育
館
改
修
工
事

の
予
定
価
格
が
１
億
７
千
万
円

以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会

の
議
決
が
求
め
ら
れ
、
全
員
異

議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

◆
副
市
長
の
選
任
に
同
意

　

副
市
長
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
本
会
議
の
初
日
に
新
た
な

副
市
長
を
選
任
す
る
議
案
が
提

出
さ
れ
、
全
員
異
議
な
く
同
意

し
ま
し
た
。

〇
石
田
有
信
氏
（
代
官
町
）

〇�

石
黒
順
一
氏
（
再
任
・
松
風

町
）

◆�

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
同

意
　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
関

す
る
議
案
に
つ
い
て
、
全
員
異

議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

〇
杉
山
純
氏
（
平
塚
二
丁
目
）

〇
林
昌
弘
氏
（
大
神
）

〇
山
川
勝
久
氏
（
諏
訪
町
）

〇
鈴
木
正
行
氏
（
城
所
）

園
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
整
備
・
管

理
運
営
事
業
に
つ
い
て
多
く
の

議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

　

龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
は
こ
れ
ま

で
、
ゾ
ー
ン
全
体
を
民
間
事
業

者
の
資
金
や
ア
イ
デ
ア
で
公
園

整
備
す
る
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ‒

Ｐ
Ｆ
Ｉ

制
度
を
活
用
し
て
事
業
を
行
う

と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「
市
民
と
協
働
で
整
備
し
た
方

が
良
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
両
立
を
検
討

し
、
ゾ
ー
ン
を
三
つ
の
エ
リ
ア

に
分
け
、
市
民
協
働
の
エ
リ
ア

を
設
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
は
そ
れ
以
外
の
エ
リ
ア
の

事
業
費
と
し
て
、
令
和
元
年
度

か
ら
23
年
度
ま
で
で
16
億
円
を

限
度
額
と
す
る
債
務
負
担
行
為

の
設
定
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
事
業
費
の
内

容
や
自
然
環
境
の
保
全
、
飛

砂
・
高
潮
の
対
策
、
市
民
意
見

を
ど
う
反
映
さ
せ
る
か
な
ど
に

　

今
定
例
会
で
提
案
さ
れ
た
一

般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
今
年

度
の
当
初
予
算
を
骨
格
的
予
算

と
し
た
こ
と
か
ら
、
当
初
予
算

で
は
措
置
を
見
送
っ
た
経
費
な

ど
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
で

は
、
28
億
６
９
０
０
万
円
の
増

額
と
な
る
補
正
予
算
が
計
上
さ

れ
ま
し
た
。
主
な
も
の
と
し
て

小
児
医
療
費
助
成
事
業
で
は
、

小
・
中
学
生
に
対
す
る
通
院
・

入
院
時
の
医
療
費
助
成
に
つ
い

て
、
所
得
制
限
を
撤
廃
す
る
た

め
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
改
修
に

伴
う
経
費
３
９
６
万
円
が
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
公
園
整
備
事
業

で
は
、
地
震
発
生
時
に
襲
来
す

る
恐
れ
の
あ
る
津
波
か
ら
一
時

的
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
ビ
ー

チ
パ
ー
ク
に
津
波
避
難
施
設
を

整
備
す
る
経
費
２
億
３
６
２
４

万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
中
段
左
で
紹
介

す
る
経
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
、

予
算
総
額
は
８
３
６
億
４
９
０

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

債
務
負
担
行
為
の
補
正
で
は

三
つ
の
債
務
負
担
行
為
が
追
加

さ
れ
、
そ
の
中
の
湘
南
海
岸
公
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平
塚
市
議
会
は
、
令
和
元
年
６
月
４
日
か
ら
６
月
27
日
ま
で
、
24
日

間
の
会
期
で
６
月
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長

の
所
信
が
表
明
さ
れ
、
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
や
条
例
の
制

定
、
人
事
案
件
な
ど
10
案
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
全

て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
意
見
書
提
出
に
関
す
る
１
件
の
会
議
案
が
提
出
さ

れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
施
策
の
推
進
に
28
億
７
千
万
円

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

ロ
ー
レ
ン
ス
市
青
少
年
訪
問
団
の
「
は
ん
こ
彫
り
体
験
」

中
・
高
校
生
19
人
が
市
内
印
章
業
者
の
協
力
の
下
、
自
分
の
名

前
な
ど
に
ち
な
ん
だ
漢
字
の
は
ん
こ
を
つ
く
り
ま
し
た
。

令和元年６月 市議会定例会

●�市有財産管理事業
　錦町駐車場の解体工事費…………�4,448万円
●�行政情報化推進事業
　市民窓口案内用タブレットの導入に伴う経費
　…………………………………………�215万円
●�市税収納及び滞納整理事業
　税総合システムの更改に伴う経費
　……………………………………�4億1,300万円
●�予防接種事業
　風しん及び高齢者用肺炎球菌の予防接種実施
　に伴う経費…………………………�3,927万円
●�最終処分場周辺地域整備事業
　最終処分場周辺地域の整備費……�4,580万円
●�道路施設改修事業
　黒部丘架道橋の改修設計費………�1,305万円

一般会計補正予算の一部を紹介

　

市
議
会
議
員
在
職
20
年
以
上
と
な
る
次
の
４
議
員
が
、

全
国
市
議
会
議
長
会
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
の
最
終
日
の
本
会
議
終
了
後
に
、
議
長
か
ら

表
彰
状
の
伝
達
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
府
川
正
明
議
員
（
湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

〇
端
文
昭
議
員
（
無
所
属
）

〇
小
泉
春
雄
議
員
（
無
所
属
）

〇
金
子
修
一
議
員
（
無
所
属
）

議員在職20年表彰龍城ケ丘ゾーンを分ける三つのエリア
　龍城ケ丘プール跡地とその周辺を含む龍城ケ丘ゾーンは、平成25年に策定
された湘南海岸公園再整備計画で整備が検討されてきました。
　ゾーン全体を一体的に整備することとしていた湘南海岸公園龍城ケ丘ゾー
ン整備・管理運営事業は、市民協働との両立が検討され、ゾーンをＡ、Ｂ、
Ｃの三つのエリアに分けて公園整備する方針が示されました。
　Ａ、Ｂエリアは、「公園利用者の利便性と快適性を高めるエリア」とし、
Ｐａｒｋ－ＰＦＩ制度を活用して飲
食施設や休憩施設、情報発信機能な
どを配置し公園施設を整備するエリ
アとしています。Ｃエリアは、「平
塚砂丘の自然を再生・涵

かん

養・保全す
るエリア」とし、市民と協働で整備
するエリアとしています。 エリア分けのイメージ図

袖ケ浜
Cエリア
約6,000m2

Aエリア
約9,000m2

Bエリア
約1５,000m2龍城ケ丘プール跡地


